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３面　�RFLJプロジェクト未来 
研究助成対象 12件に決まる

５面　�がんサバイバー・クラブ 
メールマガジンが第100号に

７面　日本人死因１位30年連続がん
　　　厚労省人口動態統計（確定数）

１部77円（税込み）

　乳がんの早期発見、適切な治療の
大切さを伝えることを目的にした「ピ
ンクリボンフェスティバル2021」（主
催：日本対がん協会、朝日新聞社な
ど）がピンクリボン月間の10月に開か
れた。新型コロナウイルス感染症の
影響により、シンポジウムやセミナ
ーは公式ホームページ（HP）からの配
信となった。その一方で、東京都庁舎
や表参道ヒルズ、神戸のモザイク大観
覧車、明石海峡大橋などのライトアッ
プ、屋外での啓発活動などは例年通り
実施され、乳がん検診の大切さをアピ
ールした。＝２面に関係記事
　ピンクリボンフェスティバルは今年
で19年目。フェスティバル開始当時、
乳がんは30人に１人が生涯で罹患する
と言われていたが、現在はライフスタ
イルや食生活の欧米化などにより９人
に１人が生涯で罹患する状況になって
いる。罹患は45～49歳の社会の中心
的世代と、60～64歳の２つの年代にピ
ークがあるが、20～30代の若い女性も
年間約5000人が罹患している。「年齢、
考え方、生活様式や立場によって必要
な情報が異なる」という課題に対応す
るため、今年から新スローガン「MY 
PINK ACTION　知ろう、自分と乳
がんのこと。」を設定し、自分に合った
正しい情報を正しく理解し、必要な行
動を考え実践できるようにすることを
目標に今後５年間取り組んでいく。
　乳がん専門医らを講師に招き、毎年
開催しているピンクリボンシンポジウ
ムは今回、事前に講演を収録し、公式
HPで配信している。講師は、中村清
吾・昭和大学医学部乳腺外科教授、植

サバイバーで歌手の太田裕美さんを招
き、同じ乳がんサバイバーであるフリ
ーアナウンサーの山口容子さんと「乳
がんと向き合って」と題して対談した。
がんが見つかった時の心境や家族の支
え、仕事との両立などについて語っ
た。
　ピンクリボンセミナーでは、乃木
坂46キャプテンの秋元真夏さんがゲ
スト出演。第１部では、乳がん専門医
の山内英子・聖路加国際病院副院長（ブ
レストセンター長、乳腺外科部長）に、
乳がんについて質問し、山内さんがブ
レスト・アウェアネスの重要性を解説。
乳がんに罹患した際のサポート体制も
説明した。
　第２部では、秋元さんとフリーアナ
ウンサーの貞包みゆきさんが対談。秋
元さんが乃木坂46キャプテンとして心
がけていること、意識の変化や目標、
健康な生活を送るための食事やリラッ
クス方法などについて語っている。
　シンポジウム、セミナーは公式HP

（https://www.pinkribbonfestival.
jp/）で来年３月末まで視聴できる。

ピンクリボンフェスティバル2021ピンクリボンフェスティバル2021
乳がんの早期発見、適切な治療を訴え乳がんの早期発見、適切な治療を訴え

         新スローガン「MY PINK ACTION  知ろう、自分と乳がんのこと。」始動
松孝悦・静岡がんセンター乳腺画像診
断科兼生理検査科部長、片岡明美・が
ん研究会有明病院乳腺センター乳腺外
科医長の３氏。中村さんは「乳がん治
療最前線」と題して講演。乳がんがで
きる過程、遺伝性乳がんの診断と治療
法など最先端の情報を解説した。植松
さんは「コロナ禍だからこそ身につけ
たいブレスト・アウェアネスと乳がん
検診の正しい知識」と題し、新型コロ
ナの乳がん検診への悪影響、ワクチン
接種する際の注意点を説明。日頃から
自分の乳房の状態を知る「ブレスト・ア
ウェアネス」の啓発とマンモグラフィ

（乳房X線検査）を使った乳がん検診の
高い受診率により、欧米では乳がん死
亡率が減っている状況が報告された。
また、片岡さんは「乳がん治療の実際
とその後の生活について」とのテーマ
で、保険診療が可能になった検査や新
たな治療法、薬物治療後に妊娠しにく
くなる状況に備え、卵子や受精卵など
を保管するための新たな助成金などに
ついて解説した。
　シンポジウムのトークでは、乳がん

講　演「乳がん治療最前線」
	 講　師：中村清吾先生（昭和大学医学部乳腺外科教授・日本乳癌学会監事）
講　演「コロナ禍だからこそ身につけたいブレスト･アウェアネスと乳がん検診の正しい知識」
	 講　師：植松孝悦先生（静岡がんセンター乳腺画像診断科兼生理検査科部長）
講　演「乳がん治療の実際とその後の生活について」
	 講　師：片岡明美先生（がん研究会有明病院乳腺センター乳腺外科医長）
トーク「乳がんと向き合って」
	 ゲスト：太田　裕美さん（歌手）
	 司　会：山口　容子さん（フリーアナウンサー）
	 ＵＲＬ：https://www.pinkribbonfestival.jp/symposium/

第１部「先生教えて！　ゲストと一緒に学ぶ乳がん」
第２部「秋元真夏さんの笑顔の秘訣は？」
	 ゲスト：秋元真夏さん（乃木坂46キャプテン）
	 講　師：山内英子先生（聖路加国際病院　副院長・ブレストセンター長・乳腺外科部長）
	 司　会：貞包みゆきさん（フリーアナウンサー）
	 ＵＲＬ：https://www.pinkribbonfestival.jp/seminar/
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　第17回ピンクリボ
ンデザイン大賞の表彰
式が10月２日、東京・
中央区の朝日新聞東京
本社レセプションルー
ムで開催された。
　今年はポスター部
門1,071件、コピー部
門１万9,610件、総計
２万681件の応募があ
り、各部門のグランプ
リ１点ずつのほか、優
秀賞、入選、特別企業

アルに強さを感じた。
受賞作品をみて、まだ
まだ切り口がたくさん
あるんだなと可能性を
感じたし、もっと多く
の人にデザイン大賞へ
参加してほしい」と語
った。
　ポスター部門グラン
プリ作品はポスター化
し、10月に都営地下
鉄の交通広告として掲
出されたほか、自治体

ポスター部門に選ばれた
西畑那美さんの作品

第17回ピンクリボンデザイン大賞決定第17回ピンクリボンデザイン大賞決定

（前列左から）中村聖子審査委員、キリンビバレッジ賞・鷲見容子さん、ポスター
部門グランプリ・西畑那美さん、コピー部門グランプリ・原田智光さん、中外製
薬賞・伊藤和代さん、田中千絵審査委員（後列左から）宣伝会議・吉田和彦さん、
中村禎審査委員長、日本対がん協会常務理事・石田一郎、内田喜基審査委員

い症状は、無関心です。」。中村審査委
員長は総評で「『無関心』という言葉が
新鮮で、作者がコピーライターではな
かったということが、これからの可能
性を秘めているなと感じた」と将来へ
の期待を込めて語った。
　また、西畑さんの作品に対しては

「『自分がそうなると思わなかった』と
いう気持ちを形に込めた新鮮なビジュ

西畑那美さん
　「まさか、私が」。誰もが一度はそう思った経験があるのではないでしょうか。短い
けれどぐっと刺さるその言葉を、見る人の身近なイメージや経験と結びつけ、よりハ
ッとする表現をしたいと思いました。何気なく参加した商店街の福引きで当たりが出
た時の「まさか」という情景を思い描き、胸に見立てたガラガラ抽選器をデザインしま
した。何でもないような日常の中に「まさか」が隠れているかもしれないことを伝え、
多くの人が乳がん検診を意識するきっかけになればと願っています。

原田智光さん

　乳がんは、特定の年齢や性別の方だけの問題だと思われがちなところがあると思い
ます。逆に言えば、それ以外の方は自分に関係のない問題として「無関心」になる恐れ
があります。乳がんにかかるリスクは誰にでもあるのだと訴えることで、一人一人が
自分の事として考えるきっかけになればと思って書いたコピーです。

ポスター部門
グランプリ	 西畑 那美さん（大阪府）
キリンビバレッジ賞（特別企業賞）	 鷲見 容子さん（愛知県）
中外製薬賞（特別企業賞）	 伊藤 和代さん（神奈川県）
富国生命保険賞（特別企業賞）	 小坂 壮太さん（大阪府）
優秀賞　�伊藤 和代さん（神奈川県）、下中 由華さん（兵庫県）
入選　　�川村 真悟さん（福岡県）、峰岸 義幸さん（東京都）

コピー部門
グランプリ	 原田 智光さん（山口県）
優秀賞	 川﨑 竜太さん（広島県）
	 川村 真悟さん（福岡県）
入選	 澤田 麗奈さん（千葉県）
	 大井 慎介さん（静岡県）

賞など、計13作品が受賞した。
　ポスター部門グランプリは大阪府の
西畑那美さん（26）、コピー部門グラ
ンプリは山口県の原田智光さん（37）
がそれぞれ受賞し、ふたりには、コピ
ーライターでクリエイティブディレク
ターの中村禎審査委員長から表彰状と
目録が渡された。
　原田さんの作品は「乳がんに一番多

に限り、デザインデータを乳がん検診
の受診勧奨素材として無償使用でき
る。
　詳しくは、ピンクリボンフェステ
ィバル公式サイト（https://www.
pinkribbonfestival.jp/）へ。
※年齢は、2021年６月応募時

（日本対がん協会広報グループ・渡辺奈
保子）

受 賞 者 一 覧

グランプリ作品に込めた作者の思い

「乳がんに一番多い症状は、無関心です。」
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するために、画期的ながんの治療法や
患者のQOL（生活の質）改善などを目
指す日本国内の研究を助成するもの
で、今年で９回目となる（2020年度は
休止）。同助成金選考委員会での選考、
ならびに日本対がん協会理事会の承認

　SWRではチャリティウォーキング
専用のスマホアプリ「minpo」を用いて
歩数を計測します。自分だけでなく、
一緒に参加している仲間の歩数やラン
キングも確認できます。楽しみながら
健康増進にも役立ちます。日本対がん

を得て決定した。応募総数は95件で、
Ⅰ分野（基礎研究・臨床研究）が62件の
中から８件、Ⅱ分野（患者・家族のケア
に関する研究）が33件の中から４件、
合わせて12件が採択された。採択者と
研究テーマ、助成金額は下表のとおり。

協会主催のウォークも開催中です。参
加費やご寄付は、主にがん患者支援の
ための無料電話相談「がん相談ホット
ライン」の運営資金に使わせていただ
きます。皆様のご参加、ご支援をお待
ちしています。

■実施期間：2021年11月30日まで
■参 加 費：�１人１,000 円より	 �

（がんサバイバー、高校生以下は無料）
■参加方法：詳しくは参加申し込みサイト
　（https://congrant.com/project/selfwalk/3687）でご確認ください。

　リレー・フォー・ライフに寄せられる 
寄付をもとにがん研究を支援する「リ
レー・フォー・ライフ・ジャパン（RFLJ）
プロジェクト未来」の、2021年度の採
択者が10月11日に決定した。この助成
金は患者や家族、支援者の希望を実現

　がん征圧とがん患者支援のためのチ
ャリティ活動「リレー・フォー・ライフ

（RFL）」は、昨年に引き続き、セルフ
ウォークリレー（SWR）に取り組んで
います。新型コロナの感染拡大を考慮
し、2020年からスタートした新しい
形のRFLです。ウォーキングアプリ
を使い、全国どこからでも、好きな時
間に参加できます。今年は26団体が
参加し、11月末のゴールに向けてが
んばっています。

分野Ⅰ（基礎研究・臨床研究）� 50音順（敬称略）
申請者名 所属 申請テーマ 助成金額
大橋　圭明

（おおはし　かどあき）
岡山大学病院
呼吸器アレルギー内科

REIC遺伝子発現アデノウイルスベクターによるEGFR変異肺癌
に対する革新的腫瘍免疫療法の開発 100万円

小笠原　定久
（おがさわら　さだひさ）

千葉大学医学部附属病院
消化器内科／臨床研究開発推進センター

進行肝細胞癌に対する革新的治療開発を目指した重粒子線治療
と免疫チェックポイント阻害薬の併用療法の免疫応答機構の解明 100万円

籠谷　勇紀
（かごや　ゆうき）

愛知県がんセンター研究所
腫瘍免疫応答研究分野

体内で固形がんに対する複合的な免疫応答を誘導する生分解性
ナノデバイスの開発 100万円

熊谷　尚悟
（くまがい　しょうご）

国立がん研究センター研究所
細胞情報学分野 膀胱がんのゲノム異常に着眼した新規がん免疫治療の開発 100万円

今野　雅允
（こんの　まさみつ）

東京理科大学生命医科学研究所
がん生物学部門 膵臓がん特異的RNA塩基修飾に着目した新規抗癌剤の開発 100万円

坂本　毅治
（さかもと　たけはる）

関西医科大学附属生命医学研究所
がん生物学部門 多臓器連関を標的とした新規化学療法最適化法の開発 100万円

佐藤　卓
（さとう　たく）

東京医科歯科大学難治疾患研究所
生体防御学分野

新規ヒト舌がんオルガノイドライブラリーを用いた難治性がん
の創薬開発 100万円

吉見　昭秀
（よしみ　あきひで）

国立がん研究センター研究所
がんRNA 研究ユニット

臓器特異的スプライシング変異の理解に基づくがん治療標的の
探索 100万円

分野Ⅱ（患者・家族のケアに関する研究）　� 50音順（敬称略）
申請者名 所属 申請テーマ 助成金額
門脇　緑

（かどわき　みどり）
国立国際医療研究センター病院
乳腺・腫瘍内科

AYA世代がん経験者の身体・心理社会的な晩期障害およびサ
バイバーシップケアに関するニーズ調査 50万円

酒井　瞳
（さかい　ひとみ） 昭和大学先端がん治療研究所 子宮頸がん患者の治療後の性機能障害と不安・抑うつの患者報

告アウトカムを用いた前向きコホート研究 50万円

水口　徹
（みずぐち　とおる）

札幌医科大学大学院
保健医療学研究科　基礎臨床医療科学

高齢者のがん治療をサポートするヘルスプラットフォームを開
発する研究 50万円

守田　亮
（もりた　りょう）

秋田厚生医療センター
呼吸器内科

医療過疎地域における、病院・診療所・在宅診療を含めた多職
種チーム形成によるがん診療ネットワーク構築の研究 50万円

がん相談ホットライン がん相談ホットライン ０３０３－－３５４１３５４１－－７８３０７８３０ 態勢縮小のため
電話がつながりにくい

ことがあります。
何卒ご了承ください

毎日受け付けています（祝日を除く）
時間は当分の間、10：00～13：00　15：00～18：00
社会保険労務士による「がんと就労」電話相談の予約はインターネットの
専用フォームで受け付けます。がん専門医による相談は今年度休止します 社労士による電話相談

研究助成対象者決まる　応募総数95件から12件を採択研究助成対象者決まる　応募総数95件から12件を採択
リレー・フォー・ライフ・ジャパン（RFLJ）リレー・フォー・ライフ・ジャパン（RFLJ）  「プロジェクト未来」「プロジェクト未来」

11月末のゴールめざして　みなさんもご参加ください！11月末のゴールめざして　みなさんもご参加ください！

参加申込フォーム

2021
年度

RFL セルフウォークリレー開催中全国だれでも
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　文部科学省は2021年度のがん教育
総合支援事業を受託している自治体に
対し、推進状況についてのアンケート
を実施した。この事業では、都道府
県や政令指定都市が「がんの教育に関
する計画」を作り、その計画に基づき、
がんの教育に関するさまざまな取り組
みをおこなう。2021年度は30自治体
が受託している。
　アンケートでは、がん教育の教材、
ガイドライン、管轄の小中高校での研
究授業の実施状況、外部講師活用の状

況などについて聞き、27自治体から
回答を得た。
　「がん教育」への取り組みを始めた
時期については、2019年度、2019年
度以前からとの回答が26自治体あり、
2021年度から新たに始めたとの回答
も１自治体あった。
　がん教育にかかわる「教材」の開発、
活用促進状況（複数回答）については、

「自治体が独自に開発する予定はなく、
既存の教材を活用していく方針」との
回答が全体の37％と最も多かった。

その一方で、「自治体独自の教材を開
発し、すでに各校で活用されている」
との回答も25.9％あった。さらに「独
自の教材を開発し、学校への活用促進
を行っている段階」（14.8％）、「開発中、
または開発準備段階」（7.4％）を合わせ
ると、教材を独自に開発しているとの
回答が約48％になり、「自治体独自の
教材開発の予定はない」を上回った。
　一方、がん教育にかかわる「推進ガ
イドライン（もしくはマニュアル）」の
作成、活用状況（複数回答）について
は、全体の63％が「自治体独自の推進
ガイドラインを作成する予定はなく、
既存の資料を活用していく方針」との
回答だった。ガイドラインやマニュア
ルを作成済み、もしくは作成予定であ
るとの回答は約26％だった。
　がん教育を進めるうえで、医療関係
者、がん患者関係団体等との「連携リ
スト」の整備状況（複数回答）について
は、リストの整備ができており、学校
への活用促進を行っているとの回答が
約37％となった。残る約56％では連
携リストの整備に向けて準備段階、あ
るいは検討中との回答だった。
　各学校へのがん教育普及推進方法

（力を入れている、または力を入れて
いきたい方向性）について（複数回答）
は、「管轄する小中高校で『外部と連携
した』がん教育実施校数を増やしたい」
との回答が全体の77.8％を占めた。
　また、がん教育の普及推進方法（複
数回答可）について、「教員研修会を実
施している、または予定している」と
の回答が96.3％を占めた。各自治体で
は、「教員研修会の実施」「外部講師や
教材等を活用したがん教育実施校数の
目標設定」「学校への普及推進」等を実
施し、学校でのがん教育推進を図って
いるという。
　文部科学省の「がん教育共有サイト」

（https://www.gankyouiku.mext.
go.jp/case/）で、アンケート結果を閲
覧できる。

がん教育にかかわる「教材」の開発、活用促進状況について（複数回答可）

がん教育の普及推進方法について（複数回答可）

がん教育推進進捗状況がん教育推進進捗状況 がん教育総合支援
事業の受託自治体

文部科学省がアンケート調査文部科学省がアンケート調査
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　日本対がん協会が運営するがんサバイバーに向けた交流サイト「が
んサバイバー・クラブ」のメールマガジンが11月に第100号を迎えます。
2017年６月に協会内に「がんサバイバー・クラブ」と交流サイトのスター
トに伴い、メールマガジンが創刊されました。
　国内で新たにがんと診断される人は毎年100万人にのぼり、一度でもが
んと診断された人（がんサバイバー）は年々増え続けています。がんサバ
イバーの「治りたい」「普通の生活がしたい」との思い、家族や大切な人を

「支えたい」という周囲の人たちの気持ちを支えようと、がんサバイバー・
クラブは発足し、「知りたい」「治りたい」「普通の生活がしたい」「支えた
い」の４つを切り口に、ウェブサイトやSNSを通じて信頼できる情報の発
信や、患者同士が交流できるイベントを定期的に開くなどしてきました。
　メールマガジンも2017年６月に創刊号が発信されて以降、毎月１~２
回のペースで発行を重ねてきました（現在は月１回、第２金曜日発行）。
内容は、交流サイトの連載記事や特集記事の紹介、イベント案内が中心
ですが、巻末には、がんサバイバー・クラブの運営スタッフが交代で近
況報告などをつづり、がんサバイバーや支援する方たちと協会を結ぶ絆
の役目も果たしています。
　第100号の配信は、11月12日の予定です。メールマガジンは、「がん
サバイバー・クラブ」サイト内の専用フォーム（https://www.gsclub.jp/
newsletter）に登録することで配信を受けることができます。多くの方
の登録をお待ちしています。

　希少がんの治療開発を推進するた
め、国立がん研究センター（中釜斉理
事長）は、マレーシア、タイ、インド
ネシア、フィリピン、ベトナムの５カ
国の10施設と共同研究を始める。同
センター中央病院（島田和明病院長）が
2017年から国内で取り組む産学共同
プロジェクトをアジアへ広げ、患者の
遺伝子情報や診療・予後情報などを収
集して研究の基礎となるデータベース
の構築、がん種を限定せず特定のバイ
オマーカー（遺伝子異常・蛋白発現等）
を有する患者に企業治験や医師主導治
験を実施する。
　同センターによると、希少がんの治
療開発や、超希少ながんに対応するに
は、日本人と似た特徴のがんのゲノム
変異を有するアジア人の協力と、アジ

ア地域でのがんゲノム医療の
普及が必要になる。プロジェ
クトでは、これまでに国内
2107例（2021年９月末時点）

アジア5カ国10施設と協力し、アジア5カ国10施設と協力し、
希少がんの治療開発へ希少がんの治療開発へ

◀◀◀ 国立がん研究センター中央病院 ▶▶▶

おらず、メジャーながん種よりも予後
は不良となっている。一方で、全が
ん種の約22％は希少がん患者であり、
世界の新規がん患者の約半数をアジア
が占めていることから、アジアでの臨
床試験は希少がんの治療開発に欠かせ
ない。しかし、多くのアジア地域で
は、喫煙者の割合が多く、がん検診制
度の未整備、がんゲノム医療の未普及
などの現状があるため、日本主導でア
ジアの研究体制を整備し、アジア全体
で臨床試験を実施できるようにする必
要があるという。

の希少がん患者の遺伝子・臨床情報が
登録され、世界最大のデータベースが
構築されており、引き続き、アジア地
域でも患者のデータを収集する。治験
では現在、国内で製薬企業12社が参
加し、医師主導治験12件、企業治験
７件が実施されている。今後、日本を
含むアジア全域で年間1000例の追加
登録を見込んでいる。
　希少がんは、人口10万人あたり年
間６例未満の「まれ」な「がん」で、200
種類近い悪性腫瘍が希少がんに分類さ
れる。個々の「希少性」からメジャーな
がん種と比べて標準治療が確立されて

♥

がんサバイバー・クラブ発足から４年がんサバイバー・クラブ発足から４年
メールマガジンがメールマガジンが第100号第100号にに
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　新型コロナウイルス感染症の広がりによ
り、ソーシャルディスタンスやマスク着用、
手洗いなどの感染予防をはじめ、３つの密（密
閉・密集・密接）の回避、テレワークの推進、少
人数での飲食・外出など、日常生活が変化して
きた。この機会を新たな健康づくりのきっか
けにしようと、厚生労働省は「新・健康生活」
を掲げ、新たなリーフレットを作成した。
　「コロナ下での『新・健康生活』のススメ」と
のタイトルで、一般向け（A３二つ折り）と自
治体や企業、団体向け（A４三つ折り）の２種
類がある。いずれも「おうち時間で新しい健
康生活を始めましょう！」と呼び掛け、①テ
レワークなどで外出の機会が減る中、移動時
の早歩きや料理、掃除など日常の中でできる
運動を増やす、②主食・主菜・副菜のバランス
の良い食事で体調を整える、③禁煙への取り
組み、④休肝日を設けるなどお酒との付き合
い方を考える、⑤就寝前は明るい光を避ける
など質の良い睡眠を心がける、⑥定期的に健
診・がん検診を受診する―の６つのポイン
トをまとめている。
　このうち、健診・がん検診の受診では「定期
的にからだの状態を知り、病気につながるリ
スクを早期発見する」「外出を控え、健診・検
診の受診をためらう場面が増えると、今は健
康であっても早期には自覚症状がないという
病気が進行する場合があります」「コロナ下
で受診を迷っている間も生活習慣病やがんは
進行しています。あなたの命を守る貴重な機
会を、どうか逃さないでください」と促して
いる。リーフレットは、同省ホームページ

がん検診受診も呼びかけ 厚生労働省が新たなリーフレット
コロナ下　日常生活の変化に「健康づくり」支援コロナ下　日常生活の変化に「健康づくり」支援

がん検診受診勧奨用 がん検診や健診・婦人科検診用

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/kenkou/undou/index_00008.html）から
ダウンロードできる。
　がん検診の受診率向上を目指す自治体向けに、受診勧奨
資材の印刷用データが無償提供される新しいリーフレット
も作られた。コロナ下でもがん検診や婦人科検診を受診す
る大切さを訴え、「コロナ下で迷っている間もがんは進行
しています」「がん検診（婦人科検診、健診）は不要不急で
はなく、必要な外出です」などと呼び掛ける。自治体は提
供されたデータに市区町村名やロゴを加えて勧奨資材を印
刷し、利用する。データ入手希望の自治体は国立がん研究
センターの「ソーシャルマーケティングを活用したがん検
診の普及プロジェクト」のページ（https://rokproject.jp/
kenshin/index.html）から申し込む。

一般向け

自治体や企業、団体向け
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日本人日本人のの死因死因　　がんががんが30年連続１位30年連続１位

　厚生労働省は、2020年の人口動
態統計（確定数）を発表した。死因の
第１位は1981年以降、30年連続で
がんとなっており、全死亡者の27.6
％を占めている。およそ3.6人に１
人はがんが死因となっている。
　2020年の死亡数は137万2,755人
で、前年の138万1,093人より8,338
人減り、11年ぶりの減少となった。
死因別では、がんが37万8,385人で
最も多かった。次いで心疾患（高
血圧性を除く）が20万5,596人（15.0
％）、老衰が13万2,440人（9.6％）、
脳血管疾患が10万2,978人（7.5％）な
ど。肺炎は７万8,450人（5.7％）で対
前年比１万7,068人減だった。また、
新型コロナウイルス感染症による
死亡数は3,466人（0.3％）となってい
る。
　がんで亡くなった人を部位別で
みると、男性は肺がんが５万3,247
人で最も多く、胃がん２万7,771人、
大腸がん２万7,718人と続いている。
女性は大腸がんが２万4,070人で最
も多く、次いで肺がんが２万2,338
人などとなっている。

死亡数は37万8385人　３.6人に１人死亡数は37万8385人　３.6人に１人
厚生労働省　2020年人口動態統計（確定数）

がんの主な部位別の死亡数
1965年 1975年 1985年 1995年 2005年 2015年 2017年 2018年 2019年 2020年

男
性

胃 28,636 30,403 30,146 32,015 32,643 30,810 29,745 28,843 28,043 27,771
肝 5,006 6,677 13,780 22,773 23,203 19,008 17,822 17,032 16,750 16,271
すい 1,748 3,155 5,953 8,965 12,284 16,186 17,403 17,938 18,124 18,880
肺 5,404 10,711 20,837 33,389 45,189 53,211 53,007 52,401 53,338 53,247
大腸 3,265 5,799 10,112 17,312 22,146 26,819 27,336 27,098 27,416 27,718

女
性

胃 17,749 19,454 18,756 18,061 17,668 15,871 15,482 15,349 14,888 14,548
肝 3,499 3,696 5,192 8,934 11,065 9,882 9,294 8,893 8,514 8,568
すい 1,318 2,480 4,488 7,054 10,643 15,682 16,826 17,452 18,232 18,797
肺 2,321 4,048 7,753 12,356 16,874 21,171 21,120 21,927 22,056 22,338
乳房 1,966 3,262 4,922 7,763 10,721 13,585 14,285 14,653 14,839 14,650
子宮 6,689 6,075 4,912 4,865 5,381 6,429 6,611 6,800 6,804 6,808
大腸 3,335 5,654 8,926 13,962 18,684 22,883 23,349 23,560 24,004 24,070

※厚生労働省2020年人口動態統計から作成（確定数、単位：人）

がんの主な部位別の死亡数
■男性

■女性

※厚生労働省2020年人口動態統計より作成
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古本で日本対がん協会に寄付ができます
読み終えた本やDVDなどを活用しませんか？ 詳しくは「チャリボン」　https://www.charibon.jp/partner/JCS/

（ISDNのバーコードがついた書籍類が対象です）
お問合せ（株式会社バリューブックス）：0120︲826︲295
受付時間：10：00︲21：00（月～土）　10：00︲17：00（日）

2019年度グループ支部　がん検診の実施状況から　◇肺がん

　■全体  男女合計

支部名 受診者数�
（A）

要精検者数�
（B）

精検受診者数�
（C）

精検の結果 精検不要の
人数（Ｅ）

がん発見率�
（D／A）

陽性反応
的中度�
（D／B）がん（D） がん疑い がん以外の疾患 異常なし その他

北海道 90,928 1,892 1,709 86 0 1,151 472 0 89,036 0.09% 4.55%
青森 88,832 2,083 1,841 38 128 858 694 123 86,749 0.04% 1.82%
岩手 35,722 198 184 13 0 93 77 1 35,524 0.04% 6.57%
宮城 13,510 30 28 0 7 4 3 14 13,480 0.00% 0.00%
秋田 60,714 2,831 2,528 36 35 1,056 1,401 0 57,883 0.06% 1.27%
山形 87,615 4,515 3,780 30 56 1,897 1,797 0 83,100 0.03% 0.66%
福島 185,700 3,106 2,598 68 37 985 1,280 206 182,594 0.04% 2.19%
茨城 226,377 6,637 5,606 145 81 2,661 2,206 513 219,740 0.06% 2.18%
栃木 80,663 2,823 2,422 25 154 1,234 1,009 0 77,840 0.03% 0.89%
群馬 113,330 754 686 89 27 383 187 0 112,576 0.08% 11.80%
埼玉 49,548 780 608 22 28 155 269 134 48,768 0.04% 2.82%
千葉 293,449 3,980 2,417 94 52 1,671 599 1 289,469 0.03% 2.36%
新潟 210,607 5,579 5,082 95 373 36 1,670 2,862 205,028 0.05% 1.70%
山梨 18,193 1,223 1,037 6 14 683 318 16 16,970 0.03% 0.49%
長野 69,095 1,740 1,177 46 57 361 373 82 67,355 0.07% 2.64%
富山 3,352 54 45 4 7 15 4 15 3,298 0.12% 7.41%
石川 24,963 458 379 20 4 1 145 209 24,505 0.08% 4.37%
福井 57,689 2,686 1,957 22 0 1,195 738 2 55,003 0.04% 0.82%
愛知 12,323 249 188 14 4 127 43 0 12,074 0.11% 5.62%
三重 29,054 608 546 14 55 252 216 225 28,446 0.05% 2.30%
滋賀 12,660 327 298 8 15 149 124 0 12,333 0.06% 2.45%
京都 171,470 2,860 91 2 6 55 28 0 168,610 0.00% 0.07%
兵庫 222,890 2,075 1,395 40 18 949 368 0 220,815 0.02% 1.93%
奈良 2,594 28 23 0 2 18 2 0 2,566 0.00% 0.00%
和歌山 62,189 1,081 555 15 7 306 220 10 61,108 0.02% 1.39%
鳥取 25,245 939 804 25 55 399 325 0 24,306 0.10% 2.66%
島根 36,142 1,682 1,503 18 174 678 566 67 34,460 0.05% 1.07%
岡山 97,197 2,078 1,137 17 47 771 297 5 95,119 0.02% 0.82%
広島 20,786 363 306 18 6 180 95 7 20,423 0.09% 4.96%
山口 21,359 844 307 10 10 0 129 158 20,515 0.05% 1.18%
徳島 27,605 845 713 29 11 496 177 0 26,760 0.11% 3.43%
香川 70,969 1,654 1,513 43 56 1,041 373 0 69,315 0.06% 2.60%
愛媛 58,538 858 785 58 46 570 105 6 57,680 0.10% 6.76%
高知 136,674 863 702 19 103 410 166 0 135,811 0.01% 2.20%
福岡 53,377 2,186 1,912 42 25 1,045 578 222 51,191 0.08% 1.92%
佐賀 34,517 429 378 6 25 196 129 22 34,088 0.02% 1.40%
長崎 37,397 711 645 26 18 447 149 5 36,686 0.07% 3.66%
熊本 57,590 132 113 8 3 68 20 14 57,458 0.01% 6.06%
大分 21,516 601 515 20 19 298 178 0 20,915 0.09% 3.33%
宮崎 47,359 731 658 56 54 349 170 29 46,628 0.12% 7.66%
鹿児島 118,938 2,384 2,115 88 69 1,234 723 1 116,554 0.07% 3.69%
沖縄 92,009 1,560 1,076 18 25 638 395 0 90,449 0.02% 1.15%
合計 3,180,685 67,457 52,362 1,433 1,913 25,115 18,818 4,949 3,113,228 0.05% 2.12%


